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政府は 2027 年 4 月から 2年間限定で、飲食料品（酒類・外食を除く）の消費税率を現行の 8%から

1%へ引き下げる時限的減税を実施する基本方針を決定した。 

閣議決定された方針の骨子と背景は以下の通りです。 

 

1．政府基本方針のポイント（2026 年 8 月決定） 

● 実施時期と期間: 2027 年 4 月 1日から 2年間（2029 年 3月 31 日まで）の限定措置。 

● 税率: 飲食料品にかかる税率を 8% → 1% へ引き下げ。 

● 「実質ゼロ」の仕組み: レジ改修の負担等を踏まえ税率は 1%としつつ、1%相当分を中低所得

層へ手当（給付付き税額控除等）で還元することで、実質的に「食料品消費税ゼロ」の効果を

目指す設計。 

● 対象品目: 現行の軽減税率対象（酒類および店内飲食／外食を除く飲食料品）をそのまま維

持する方針。 

 

2．決定に至った背景と経緯 

①物価高対策の即効性: 長引く生活コスト高騰に対し、家計負担（特に食費負担割合の高い世帯）

を直接軽減する緊急避難的措置として踏み切りました。 

②慎重姿勢からの転換: 政府はこれまで「消費税は社会保障の安定財源である」「高所得者ほど減額

される」等の理由から消費減税に慎重姿勢をとっていましたが、与野党双方からの要請や国民生活

への影響を重視し方針転換を図りました。 

 

3．今後の課題とスケジュール 

● 法案の提出・成立: 基本方針の閣議決定段階であり、税制改正大綱の取りまとめおよび秋の

臨時国会での関連法案提出・可決を経て正式確定となります。 

● 財源と事業者対応: 約 4〜5 兆円規模とされる税収減に対する安定財源の確保や、小売・飲食

店等のレジシステム・会計設定変更の準備が課題とされています。  
以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                                        株式会社ウイング 崔 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税金あれこれ（106） 飲食料品の消費税減税 

 

全国共通・燃料カード  ※カードはメーカーごとに発行 

油 種 COSMO ENEOS 宇佐美 

レギュラー 153.0～155.0 円 154.8～156.8 円 153.4～155.4 円 

ハイオク 163.0～165.0 円 164.8～166.8 円 163.4～165.4 円 

軽 油 134.5～136.5 円 138.8～140.8 円 137.0～139.0 円 

  【価格は税抜】  

ＡＭＳカード ※共通利用可能 

油 種 
ENEOS・Ｓｈｅｌｌ・ 

COSMO 

レギュラー 153.0 円 

ハイオク 163.0 円 

軽 油   142.0 円 

     【価格は税抜】 

ＥＮＥＯＳビジネスカード           

油 種 ENEOS 

レギュラー 157.0 円 

ハイオク 167.0 円 

軽 油   140.0 円 

     【価格は税抜】 

全国共通・燃料カード  ※カードはメーカーごとに発行 

油 種 ENEOS ｳｲﾝｸﾞ 
FLEX＆TRUST      

ｶｰﾄﾞ(Shell) 
宇佐美 U1 ｴﾈｸｽﾌﾘｰﾄ 

レギュラー 152.3～154.3 円 154.9～156.9 円 155.5～157.5 円 150.7～152.7 円 

ハイオク 162.3～164.3 円 164.9～166.9 円 165.5～167.5 円 160.7～162.7 円 

軽 油 132.7～134.7 円 138.9～140.9 円 134.2～136.2 円 134.2～136.2 円 

  【価格は税抜】  

燃料カードの価格表 【2026 年 9 月分】 


